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農業保険の利点のさらなる浸透を
組合長理事　野﨑 幸雄

議長を務められた
伏川　和治　総代（安芸高田市）

農林水産省 中国四国農政局 広島県拠点
見上　美華子　地方参事官

【祝辞をいただいた来賓】

広島県農林水産局
向井　雅史　局長

組合長あいさつ
（要旨）

提 出 さ れ た 議 案

安心を すべての農業者へ
第13回 通常総代会開催

令和７年度事業報告書、財産
目録、貸借対照表、損益計算書
及び剰余金処分案
並びに不足金処理
案について

第１号 議案

令和８年度役員報酬、顧問料、
損害評価会委員、損害評価会
支所委員、家畜診療所運営委
員、損害評価員及び共済委員
の手当支給額について

第4号 議案

農作物共済危険段階別共済
掛金率の設定について

第7号 議案

令和８年度事業計画設定に
ついて

第2号 議案

令和８年度における借入金の
最高限度額について

第5号 議案

事業規程の一部変更について

第8号 議案

令和８年度事務費賦課額及び
賦課方法について

第3号 議案

令和８年度余裕金預入先決定
について

第6号 議案

実施体制の改善計画の一部
変更について

第9号 議案

損害評価会委員及び損害評
価会支所委員の選任について

第10号 議案
家畜診療所運営委員の委嘱
について

第11号 議案
役員の選任について

第12号 議案

特 集

P.４
参照

P.5
参照

事務費賦課額
4億9,319万円

広島県信用農業
協同組合連合会など
県内９金融機関

借入限度額
２億円

　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
は
令
和
８

年
６
月
10
日
、
広
島
市
東
区
の
広
島
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
第

13
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
５
２
名
の
う
ち
１
４
９
名（
本
人
出
席
46
名
、

書
面
で
の
出
席
１
０
３
名
）
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
令
和
７

年
度
の
事
業
実
績
報
告
や
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、

提
出
し
た
全
12
議
案
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
が
取
り
組
ん
で
い
る
５
年
間
の
「
未
来

へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
４
年
次
、
農
業
保
険
を
農
業
の

生
産
現
場
に
よ
り
深
く
浸
透
さ
せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
提

供
す
る
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　組合員の代表である総代が、
事業計画や予算などの組合運営
の意思決定をする機関です。通
常総代会は事業年度ごとに１
回、組合の理事が招集します。

『総代会』とは

　総代の皆さまには、組合の運営に格別のご協力を賜っておりますことに、深く敬意と感謝の意を表します。
　世界的な緊張が続く中東情勢の長期化は、原油価格の高騰を通じて日本の農業にも深刻な影響を及ぼしています。今後
の情勢の悪化、長期化によっては、秋の農作物の収穫・乾燥に必要な燃料の不足やさらなる肥料価格の上昇が懸念されて
おり、農業生産現場にとって、ますます大きな不安材料となってくるのではないかと考えております。
　そのほか、依然として止まらない深刻な人口減少と高齢化に伴う担い手不足、近年の主食用米を巡る需給や価格の不安
定さなど、農業経営を揺るがす課題が山積しています。加えて、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、
気象災害の激甚化・頻発化が全国各地で進んでおり、自然災害リスクへの備えが一段と重要になっています。
　農業経営を守るため、農業者のセーフティネットである農業保険と我々ＮＯＳＡＩの役割は、ますま
す重要となります。収入保険と農業共済の加入推進に向けて組織を挙げて取り組み、災害への備えと
しての利点をさらに浸透させながら、農業保険の普及促進を図ってまいります。
　当組合は、平成26年の県内１組合化により設立いたしました。この間、組合員数の減少や共済
資源の縮小など農業情勢が大きく変化する中、組織再編などにより業務の合理化・効率化を
図ってきました。今後とも、地域の実情を踏まえつつ検討を行い、組合の経営基盤の強化
を進めてまいります。皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

全
12
議
案
を
承
認
可
決
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特集 第13回 通常総代会開催

共済の種類
引 受 実 績 支 払 実 績

引受戸数
（実） 引受数量 共済金額

（組合が補償する額） 被害数量 共済金
（お支払いした共済金）

農 作 物（水稲） 19,762 戸 11,394 ha 867,943 万円 180 ha 3,006 万円

農 作 物（ 麦 ） 13 戸 37 ha 91 万円 3 ha 2 万円

家 畜
（死廃） 393 戸 58,003頭 1,027,954 万円 6,501 頭 17,034 万円

（病傷） 403 戸 21,410頭 64,216 万円 19,070 件 26,974 万円

果 樹
（収穫） 405 戸 89 ha 31,191 万円 7 ha 277 万円

（樹体）   　5 戸 1 ha 2,855 万円 0 ha 0 万円

畑 作 物（大豆） 15 戸 25 ha 265 万円 9 ha 5 万円

園 芸 施 設 1,519 戸 5,013棟 601,754 万円 102 棟 5,229 万円

建 物 42,493戸 85,897棟 99,672,751 万円 862 棟 51,457 万円

農 機 具 3,769戸 9,183台 2,253,170 万円 81 台 3,025 万円

合　計 104,522,189 万円 合　計 107,009万円

収 入 保 険
加入経営体 基準収入金額 支払経営体 支払保険金等

1,508経営体 1,553,731 万円 217 経営体 24,318 万円

令
和
７
年
度 

事
業
実
績
報
告

◀
令
和
７
年
度　
事
業
実
績
表

　
令
和
８
年
度
、収
穫
共
済
に
お
い
て
は
、

充
実
し
た
補
償
内
容
の
全
相
殺
方
式
等
へ

の
移
行
と
、
青
色
申
告
者
に
対
す
る
収
入

保
険
の
加
入
推
進
に
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。
建
物
共
済
に
お
い
て
は
、
小
損
害

実
損
て
ん
補
特
約
や
臨
時
費
用
担
保
特
約

の
付
帯
を
推
進
し
、
補
償
内
容
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
無
保
険
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、

営
農
形
態
や
地
域
性
を
踏
ま
え
て
個
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
推
進
を
行
い
、
制
度
の

普
及
・
定
着
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
収
入
は
、
事
務
費
負
担
金
な
ど
の
国
庫
補

助
金
や
事
業
か
ら
受
け
入
れ
る
金
額
が
主
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賦
課
金
や
収
入
保

険
事
業
の
受
託
収
入
も
組
合
の
重
要
な
収
入

で
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
や
旅
費
、
光
熱
費
や

事
務
機
器
・
公
用
車
リ
ー
ス
料
な
ど
の
事
務

所
等
の
維
持
費
用
が
多
く
、
業
務
費
に
は
会

議
費
や
共
済
委
員
等
報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
事
業
推
進
や
広
報
活
動
の
費
用
に

は
、
共
済
委
員
へ
の
事
業
奨
励
金
、
広
報
紙

の
作
成
費
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度 

事
業
計
画

令
和
８
年
度 

業
務
収
支
予
算

引受目標総共済金額 １兆502億円

農 作 物 共 済 ▪ 面　　積 1,074,068ａ
▪ 共済金額 98億6,817万円

家 畜 共 済 ▪ 頭　　数 81,346頭
▪ 共済金額 107億2,053万円

果 樹 共 済 ▪ 面　　積 9,144ａ
▪ 共済金額 3億7,605万円

畑 作 物 共 済 ▪ 面　　積 2,216ａ
▪ 共済金額 247万円

園芸施設共済 ▪ 棟　　数 5,211棟
▪ 共済金額 63億2,961万円

建 物 共 済 ▪ 棟　　数 86,240棟
▪ 共済金額 1兆円

農 機 具 共 済 ▪ 台　　数 9,340台
▪ 共済金額 229億500万円

収 入 保 険 ▪ 加入経営体 1,630経営体

業務支出 予算額
役職員の人件費・旅費 108,555万円
事務費 4,544万円
業務費 8,887万円
事業推進や広報活動の費用 6,347万円
事務所等の維持費用など 7,985万円
損害評価に要する費用 1,859万円
損害防止事業に要する費用 2,047万円
税金などの諸税負担 1,852万円
その他 5,657万円

合　　　計 147,733万円

業務収入 予算額
前年度からの繰越金 204万円
国などからの補助金 68,184万円
収入保険事業の受託収入など 5,639万円
組合員から納められる賦課金 4,129万円
損害防止事業で農家から受け入れる金額 1,407万円
預金、有価証券利金 4,373万円
事業から受け入れる金額 57,571万円
各種引当金戻入 5,039万円
その他 1,188万円

合　　　計 147,733万円
※四捨五入により合計と合わない場合があります

※四捨五入により合計と合わない場合があります

総
額 

14
億
７
７
３
３
万
円

令
和
７
年
度 

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

 

農
作
物
共
済
（
水
稲
）

●
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
離

農
、
収
入
保
険
へ
の
移
行
な
ど
に
よ

り
、
引
受
面
積
、
共
済
金
額
と
も
に

減
少
し
ま
し
た
。
県
内
の
作
付
面
積

に
対
す
る
引
受
率
は
55
・
３
％
で
し

た
。

●
全
域
で
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る

食
害
や
踏
み
荒
ら
し
が
発
生
し
ま
し

た
。
７
月
上
旬
か
ら
の
記
録
的
な
高

温
や
少
雨
に
よ
る
水
不
足
で
生
育
不

良
が
発
生
し
、
８
月
上
旬
か
ら
の
強

風
と
大
雨
に
よ
る
倒
伏
で
穂
発
芽
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

 

農
作
物
共
済
（
麦
）

●
作
付
け
中
止
に
よ
り
組
合
員
数
は

減
少
し
た
も
の
の
、
継
続
加
入
者
の

作
付
け
拡
大
に
よ
り
、
引
受
面
積
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
幼
苗
期
の
降
雨
に
よ
る
土
壌
の
湿

潤
で
生
育
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
、
サ
ル
に
よ
る
食

害
や
踏
み
荒
ら
し
が
発
生
し
ま
し

た
。 

家
畜
共
済

●
物
価
高
騰
等
に
よ
り
酪
農
家
や
和

牛
繁
殖
農
家
の
廃
業
が
み
ら
れ
、
死

亡
廃
用
共
済
、
疾
病
傷
害
共
済
と
も

に
引
受
頭
数
、
共
済
金
額
が
減
少
し

ま
し
た
。

●
死
廃
事
故
で
は
、
頭
数
、
支
払
共

済
金
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。
病
傷

事
故
で
は
、
件
数
は
減
少
し
、
支
払

共
済
金
は
増
加
し
ま
し
た
。

 

果
樹
共
済

●
高
齢
化
に
よ
る
規
模
縮
小
や
廃
園

等
に
よ
る
加
入
中
止
、
収
入
保
険
へ

の
移
行
な
ど
に
よ
り
、
引
受
け
は
減

少
し
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
に

よ
る
食
害
や
、
６
月
下
旬
か
ら
の
高

温
と
長
い
日
照
時
間
に
よ
る
日
焼
け

果
、
干
ば
つ
に
よ
る
小
玉
果
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

 

畑
作
物
共
済
（
大
豆
）

●
収
入
保
険
へ
の
移
行
や
作
付
面
積

の
減
少
、
他
の
作
物
へ
の
転
換
に
よ

り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
高
温
や
少
雨
に
よ
る
水
不
足
で
生

育
不
良
が
発
生
し
ま
し
た
。
全
域
で

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や
踏

み
荒
ら
し
が
発
生
し
ま
し
た
。

 

園
芸
施
設
共
済

●
未
加
入
者
へ
の
戸
別
訪
問
や
新
規

就
農
者
の
加
入
に
よ
り
、
引
受
け
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
年
間
を
通
じ
た
強
風
に
よ
る
被
覆

材
の
被
害
や
、
１
月
、
２
月
の
積
雪

に
よ
る
施
設
本
体
の
倒
壊
等
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

 

建
物
共
済

●
他
共
済
へ
の
移
行
や
空
き
家
の
増

加
な
ど
に
よ
り
、
火
災
共
済
・
総
合

共
済
と
も
に
引
受
棟
数
、
共
済
金
額

は
減
少
し
ま
し
た
。

●
前
年
よ
り
９
棟
多
い
21
棟
の
全
焼

事
故
や
、
令
和
７
年
２
月
上
旬
の
積

雪
に
よ
る
事
故
が
あ
り
、
支
払
共
済

金
は
増
加
し
ま
し
た
。

 

農
機
具
共
済

●
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農
で
引
受
台

数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
法
人
等
の

大
型
農
機
具
の
引
受
け
な
ど
に
よ
り

共
済
金
額
は
増
加
し
ま
し
た
。

●
事
故
台
数
、
支
払
共
済
金
と
も
に

減
少
し
ま
し
た
。

 

収
入
保
険

●
新
規
加
入
が
あ
っ
た
も
の
の
、
未

継
続
や
廃
業
等
に
よ
る
減
少
も
あ

り
、
引
受
は
前
年
対
比
で
１
経
営
体

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

●
果
樹
と
野
菜
を
中
心
に
、
高
温
や

少
雨
に
よ
る
生
育
不
良
、
虫
害
に
よ

る
品
質
低
下
が
発
生
し
ま
し
た
。
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
食
害
や
加
入

者
の
病
気
に
よ
る
販
売
数
量
等
の
減

少
も
あ
り
ま
し
た
。
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本所

椿
原 
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山
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山
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貞
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治
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年
行　

新
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晃
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小
笠
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秋
夫

伴
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義
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池
田 

憲
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澤
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節
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矢
野 

文
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己
斐 

潔

児
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一
成　

木
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正
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白
井 
一
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上
野 

克
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中
山 

誠
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西
本 

雄
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斉
藤 

真
治　

益
成 

実
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三
谷 

賢
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岡
本 

郁
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向
井 

博
昭　

伏
川 

和
治　

藤
川 

武
人　

湯
浅 

文
夫　

用
田 

正　

山
田 

勇　

武
井 

治
成　

秋
岡 

正
法　

佐
々
木 

富
男

岡
田 

重
男　

小
笠
原 

元
治

栗
栖 

智
典　

杦
本 

愼　

塚
本 

武
己　

角
甲 
正
行　

郷
田 
信
夫　

国
安 
勝
美　

山
根 

敬
三　

前
原 

正
典　

岩
﨑 

正
司　

柳
谷 

敏
男　

木
下 

憲
道　

溝
﨑 

忠
義　

尾
張 

照
司　

竹
下 

年
春　

清
水 

哲
治　

三
宅 

茂
伸　

山
延 

恒
雄　

橋
本 

和
正　

米
川 

幹
男　

友
保 

照
規　

胡
田 

清
治　

本
岡 
修　

林 
法
祥　

沖 

正
文　

立
原 

俊
三　

末
田 

紘
二　

小
林 

茂
樹　

有
田 

隆
則　

西
野 

勇
一　

石
本 

進　

藤
原 

孝
一　

山
城 

義
明　

金
原 

茂
之　

土
井
本 

孝　

大
道 

正
孝　

水
場 

光
輝　

小
跡 

孝
廣　

前
城 

美
智
男

青
山 

幹
夫　

大
田 

嘉
宏　

山
本 

重
美　

行
長 

啓
三　

中
川 

隆
光　

木
村 
誠
二　

伊
藤 
京
三　

木
原 
正
樹　

山
名 

隆
三　

下
西 

忠
明　

坂
田 

滋　

髙
橋 

泰
登　

岡
野 

点　

中
田 

千
種
郎

西
森 

康
文　

櫻
本 

訓
由　

藤
田 

日
吉　

井
上 

安
人　

藤
吉 

國
明　

岡
本 

隆　

小
川 

康
成　

勝
見 

徹　

荒
瀬 

仙
士　

木
船 

浩
二　

池
上 

宗
詞　

山
口 

広
規　

木
戸 

菊
雄　

只
野 

善
信　

渡
邊 

健
治　

曽
我 

春
雄　

高
畑 

伸
彦　

喜
多
村 

眞
次

中
島 

輝
雄　

奥
野 

敏
喜　

谷
邊 

博
人　

小
川 

篤
司　

奥
田 

和
久　

大
元 

仁
志　

杉
原 

茂
樹　

金
髙 

良
樹　

有
木 

立
夫　

岩
森 

逸
美　

甲
斐 

利
正　

正
木 

正
二　

田
邉 

清
正　

横
尾 

正
文　

伊
勢
村 

正
治

三
原 

正
義　

山
田 

裕
治　

佐
伯 

知
省　

片
山 

和
之　

行
政 

豊
彦　

日
高 

康
雄　

藤
井 

孝
弘　

藤
岡 

清
登　

平
田 

克
明　

森
岡 

伸
治　

通
地 

泰
登　

湯
浅 

豪　

松
浦 

正
法　

田
上 

孝
治　

長
谷
川 

康
憲

児
玉 

千
秋　

中
村 

喜
彦　

伊
藤 

榮　

岡
垣 

靖
昭　

三
宅 

達
成　

谷
口 

雄
次
郎

表 

康
信　

岡
田 

武　

畠
田 

佳
和　

清
水 

利
則　

佐
々
木 

聖　

光
永 

義
則　

長
谷
川 

伸
拡

山
田 

聖
三　

金
本 

哲
弥　

今
岡 

謙
治　

山
田 

耕
司　

繁
山 

信
治　

前
垣 

忠
義　

北
広
島
支
所

広
島
市
中
区・

南
区・西
区・

東
区・安
芸
区
、

安
芸
郡
府
中
町・

海
田
町・熊
野
町・

坂
町

広
島
市
安
佐
南
区・

安
佐
北
区

広
島
市
佐
伯
区
、

大
竹
市
、廿
日
市
市

安
芸
高
田
市

山
県
郡

安
芸
太
田
町・

北
広
島
町

東
広
島
支
所

東
広
島
市

西
条
地
区・

八
本
松
地
区

東
広
島
市

志
和
地
区・高
屋
地
区

東
広
島
市

福
富
町・豊
栄
町・

河
内
地
区・黒
瀬
地
区

竹
原
市
、

東
広
島
市
安
芸
津
町
、

豊
田
郡
大
崎
上
島
町

呉
市（
音
戸
町・

倉
橋
町
除
く
）

江
田
島
市
、

呉
市
音
戸
町・倉
橋
町

三
原
市
三
原
地
区・

本
郷
地
区

三
原
市
久
井
町・

大
和
町

福
山
支
所

尾
道
市

府
中
市

世
羅
郡
世
羅
町

福
山
市（
内
海
町・

沼
隈
町・神
辺
町・

新
市
町
除
く
）

福
山
市
内
海
町・

沼
隈
町・神
辺
町・

新
市
町

神
石
郡
神
石
高
原
町

三
次
支
所

三
次
市（
吉
舎
町・

三
良
坂
町・三
和
町・

甲
奴
町
除
く
）

三
次
市
吉
舎
町・

三
良
坂
町・

三
和
町・甲
奴
町

庄
原
市（
西
城
町・

東
城
町・口
和
町・

高
野
町・比
和
町
除
く
）

庄
原
市
西
城
町・

東
城
町・口
和
町・

高
野
町・比
和
町

総代は組合員の代表です。組合の最高議決機関である総代会で、定款の変
更、事業計画の設定や予算の承認など、組合運営の方針を決める重要な役割
を担っていただきます。任期は3年です。

総代とは

　
旧
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
３
年
間
に
わ
た
り
組
合
運
営
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
総
代
が
改
選
さ
れ
、
新
た
な
総
代
が
次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

新
た
な
総
代
が
決
定

総代紹介　
令
和
７
年
度
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の

事
業
推
進
に
尽
力
い
た
だ
い
た
方
へ
、

感
謝
状
な
ら
び
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

す
。

　
引
受
棟
数・共
済
金
額
を
伸
長
さ
せ
、

建
物
共
済
の
推
進
に
尽
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

�

（
敬
称
略
）

●
建
物
共
済
の
部
（
個
人
）

　
竹
本 

政
俊
（
江
田
島
市
）

●
建
物
共
済
の
部
（
個
人
）

　
篠
浦 

一
則
（
北
広
島
町
）

　
久
保 

隆
裕
（
江
田
島
市
）

　
吉
永 

悦
子
（
世
羅
町
）

　
松
田 

隆
弘
（
庄
原
市
）

全
国
農
業
共
済
協
会
長
表
彰

広
島
県
農
業
共
済
組
合
長
表
彰

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

　
　
サ
ポ
ー
ト
運
動
表
彰

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら 

新
た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た

企
画
情
報
課

収
入
保
険
課

家
畜
課

家
畜
臨
床
研
修
所

東
広
島
家
畜
診
療
所

北
広
島
家
畜
診
療
所

府
中
家
畜
診
療
所

庄
原
家
畜
診
療
所

三
次
家
畜
診
療
所

建
物
農
機
具
課

総
務
課

収
穫
園
芸
課

監
査
室

参
事

管
理
課

管
理
課

管
理
課

管
理
課

事
業
課

事
業
課

事
業
課

事
業
課

廿
日
市
出
張
所

江
田
島
連
絡
所

府
中
出
張
所

事業部総務部

北広島支所 東広島支所 福山支所 三次支所

家畜部

 本所　  出張所   連絡所
 支所　  家畜診療所等

※支所の第１事業課・第２事業課・収入保険課を事業課に統合しました。

《本所・支所等の区域》

NOSA I 広島の 新 体制

竹原市

呉市

大崎上島町

尾道市 福山市

府中市世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町

府中出張所

府中家畜診療所北広島家畜診療所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次支所北広島支所

東広島支所

本所

江田島連絡所

三原市
広島市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区 広島市安佐南区

広島市安佐北区

廿日市市

大竹市

福山支所

廿日市出張所

東広島市

呉市

庄原家畜診療所

三次家畜診療所

三次家畜診療所は
三次支所内に移転しました

三次市和知町360-5 三次支所内

TEL 0824-66-3128
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こちらを読み込んで
友だち登録！

　ＮＯＳＡＩ広島のＬＩＮＥ公式アカウントでは、
組合からのお知らせや、農業保険に関する
さまざまな情報を配信しています。
　ぜひ、ご登録ください。 ＮＯＳＡＩ広島の

情報をいち早く
ＧＥＴできるよ！

参　
事	

川
邉 

龍
蔵

《
監
査
室
》

室　
長	
近
藤 

宏
顕

	
内
藤 

雅
史

	
西
村 
崇

《
総
務
部
》

部　
長	

山
口 

貴
雅

■
総
務
課

課　
長	

廣
山 

聖
志

課
長
代
理	

森
田 

泰
之

課
長
代
理	

冨
原 

直
栄

	

佐
々
木 

隆
彦

	

山
﨑 

奈
緒

	

松
本 

一
樹

	

香
川 

佳
澄

■
企
画
情
報
課

課　
長	

石
丸 

貞
之

	

髙
畑 

武
生

	

田
中 

克
枝

	

谷
本 

義
樹

	

岩
田 

浩
希

	

小
早
川 

栞
奈

《
事
業
部
》

部　
長	

岩
見 

宏
伸

■
収
穫
園
芸
課

課　
長	

石
井 

勇

課
長
代
理	

井
原 

眞
悟

	

奥
田 

誠

	

坂
下 

順
一

	

元
村 

弘

■
建
物
農
機
具
課

課　
長	

重
光 

俊
幸

課
長
代
理	

重
村 

高
徳

	

小
林 

瑞
穂

	

山
本 

康
介

■
収
入
保
険
課

課　
長	

岩
見 

宏
伸（
兼
務
）

	

山
形 

直
之

	

横
山 

久
泰

	

伊
藤 

有
華

《
家
畜
部
》

部　
長	
岡
本 

誠

■
家
畜
課

課　
長	

池
田 
和
夫

	

狭
間 

貴
宏

	

前
山 

有
紀

	

網
屋 

果
琳

	

宮
田 

俊
昭

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所　
長	

金
子 

宗
平

	

伊
藤 

弥
毅（
兼
務
）

	

稲
場 

緑（
兼
務
）

	

廣
瀬 

美
紀

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所　
長	

金
子 

宗
平（
兼
務
）

	

伊
藤 

弥
毅

	

稲
場 

緑

	

廣
瀬 

美
紀（
兼
務
）

	

前
田 

陽
平

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所　
長	

玉
川 

朋
治

次　
長	

江
口 

佳
菜

	

河
内 

実
香

	

森
川 

桃
子

	

榎
元 

淳
斗

	

佐
藤 

綾
香

■
府
中
家
畜
診
療
所

所　
長	

伊
集
院 

潔

次　
長	

瀧
奥 

健
吾

	

安
田 

奏
平

	

向
井 

理
佐
子

	

谷
川 

実
寿
恵

	

玉
城 

怜
奈

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所　
長	

酒
井 

亮

	

東
谷 

暁
人

	

小
野 

華
奈

	
鎌
谷 

汐
里

■
三
次
家
畜
診
療
所

所　
長	

石
橋 
朝
子

	

茶
川 

元
樹

	

堀
口 

実
奈

本
所

家
畜
診
療
所
等

支
所
長	

小
川 

隆
宏

■
管
理
課

課　
長	

小
川 

隆
宏（
兼
務
）

	

谷
藤 

左
千
子

	

岡
本 

美
希

■
事
業
課

課　
長	

新
矢 

睦
巳

課
長
補
佐	

小
田 

純
之

課
長
補
佐	

酒
井 

政
博

	

盛
定 

義
統

	

阿
賀 

孝
則

	

和
田 

継
信

	

宇
佐
美 

崇

	

前
山 

岳
彦

	

井
手 

基
文

	

横
関 

麻
衣

	

古
川 

敦
士

	

塩
田 

蒼

	

平
田 

光
希

	

後
藤 

圭

	

越
智 

愛
未

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長	

竹
内 

貴
法

	

大
下 

育
栄

	

藤
澤 

宏
行

	

谷
川 

秀
樹

	

髙
嶋 

実
和

	

岡
崎 

翔
太

	

矢
野 

香
里

	

小
林 

直
登

	

山
本 

啓
太
郎

支
所
長	

槇
本 

慎
太
郎

■
管
理
課

課　
長	

槇
本 

慎
太
郎（
兼
務
）

	

大
下 

尚
紀

	

蔵
下 

依
子

■
事
業
課

課　
長	

若
鳥 

圭
介

課
長
補
佐	

和
田 

勝

	

加
藤 

広
彰

	

髙
橋 

諭
史

	

近
藤 

真
一

	

出
来
田 

昭
之

	

土
井 

雅
史

	

矢
野 

健
太

	

江
崎 

譲

	

東 

美
恵
子

	

喜
藤 

陽
香

	

井
手
口 

倫
子

	

松
永 

泰
知

	

石
井 

大
智

	

細
川 

七
海

■
江
田
島
連
絡
所

	

黒
杭 

洋
造

	

三
王 

健
文

支
所
長	

木
光 

崇
雄

■
管
理
課

課　
長	

木
光 

崇
雄（
兼
務
）

	

今
岡 

昌
士

	

光
永 

真
史

■
事
業
課

課　
長	

尾
越 

徳
昭

課
長
補
佐	

岡
本 

大
祐

課
長
補
佐	

真
田 

朋
典

	

角
谷 

修
司

	

矢
吹 

良
枝

	

田
中 

千
絵

	

榊 

花
織

	

池
田 

智
也

	

石
原 

達
也

	

松
谷 

祐
季

	

藤
本 

聡
史

	

西
部 

吉
次

■
府
中
出
張
所

出
張
所
長	

森
藤 

ひ
と
み

	

増
田 

真
理
子

	

国
実 

哲
弘

	

谷
口 

知
明

	

中
谷 

綾
子

	

上
田 

勇
希

支
所
長	

地
京 

弘
敏

■
管
理
課

課　
長	

地
京 

弘
敏（
兼
務
）

	

島
田 

姫
里

	

笠
見 

朝
香

■
事
業
課

課　
長	

稲
岡 

大
介

課
長
補
佐	

小
松
原 

康
弘

	

瀧
口 

真
弓

	

廣
田 

倫
孝

	

山
中 

崇

	

中
村 

道
明

	

竹
田 

靖

	

吉
森 

勝
文

	

横
川 

勝
俊

	

片
岡 

高
志

	

成
相 

真
宏

	

片
山 

元
喜

	

福
本 

宜
幸

	

生
田 

直
也

	

小
原 

慧
亮

	

白
石 

美
智
香

北
広
島
支
所

東
広
島
支
所

福
山
支
所

三
次
支
所

●
退
職
者

令
和
８
年
３
月
31
日
付

竹
本 

真
由
美
（
福
山
支
所 

管
理
課
）

行
村 

花
菜
（
福
山
支
所 

府
中
出
張
所
）

笠
井 

寛
史
（
家
畜
部 

北
広
島
家
畜
診
療
所
）

令
和
８
年
３
月
20
日
付

上
貝 

安
里
（
家
畜
部 

庄
原
家
畜
診
療
所
）

農家の皆さまのお役に立てるよう頑張ります!
４月から の仲間になりました４月から の仲間になりました

笠
かさ
見
み
 朝
とも
香
か

（三次支所　管理課）

玉
たま
城
き
 怜

れ
奈
な

（家畜部　府中家畜診療所）
岡
おか

本
もと
 美

み
希
き

（北広島支所　管理課）

細
ほそ
川
かわ
 七
なな
海
み

（東広島支所　事業課）

職員紹介
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事業のお知らせ

令
和
７
年
産
水
稲
の
共
済
金 

支
払
い
が
完
了
し
ま
し
た

　
令
和
８
年
３
月
に
、
全
相
殺
方
式
・
地

域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
で
ご
加
入
の
対
象

組
合
員
87
戸
へ
、
共
済
金
６
６
７
万
５
８

０
１
円
を
お
支
払
い
し
ま
し
た
。
令
和
７

年
12
月
に
お
支
払
い
し
た
半
相
殺
方
式
の

共
済
金
と
合
わ
せ
る
と
、
対
象
組
合
員
５

６
４
戸
へ
、
共
済
金
３
０
０
６
万
１
８
１

３
円
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
８
年
産
水
稲
の
掛
金
は 

期
限
内
に
納
入
を

　
提
出
い
た
だ
い
た
「
水
稲
共
済
加
入
申

込
書
兼
変
更
届
出
書
（
営
農
計
画
書
）」

の
内
容
に
基
づ
き
、「
令
和
８
年
産
水
稲

共
済
加
入
承
諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通

知
書
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
内
容
を
確
認

の
上
、期
限
内
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
納
入
期
限
】
令
和
８
年
７
月
31
日 

※�

期
限
内
に
共
済
掛
金
の
納
入
が
な
い
と

き
は
、共
済
関
係
が
解
除
に
な
り
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
て
も
、
損
害
評
価
や
共

済
金
の
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
の
損
害
評
価
に
つ
い
て

　
損
害
評
価
は
、
刈
り
取
り
前
に
行
い
ま

す
。
圃
場
を
見
回
り
、
生
育
状
況
や
共
済

事
故
の
発
生
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
共
済
事
故
に
よ
り
減
収
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

対
象
と
な
る
主
な
共
済
事
故

　
風
水
害
・
干
害
・
冷
害
な
ど
の
自
然
災

害
、
鳥
獣
害
お
よ
び
病
虫
害

※�

薬
害
な
ど
の
人
的
災
害
は
共
済
事
故
と

な
り
ま
せ
ん
。

 

被
害
申
告

　
「
令
和
８
年
産
水
稲
共
済
加
入
承
諾
書

兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
」と
一
緒
に
、

損
害
評
価
の
日
程
や
被
害
申
告
の
方
法
な

ど
を
記
載
し
た
損
害
評
価
の
ご
案
内
の
文

書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認
い

た
だ
き
、
必
ず
刈
り
取
り
前
に
被
害
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

 

損
害
評
価

　

損
害
評
価
員
等
で
編
成
し
た
班
に
よ

り
、
共
済
事
故
の
発
生
状
況
や
収
量
の
見

込
み
な
ど
、
被
害
申
告
の
あ
っ
た
圃
場
を

現
地
調
査
し
ま
す
。

※�

肥
培
管
理
お
よ
び
病
害
虫
の
防
除
が
不

適
切
ま
た
は
不
十
分
な
場
合
や
、
鳥
獣

害
の
対
策
不
備
等
に
よ
る
管
理
不
足
で

被
害
が
発
生
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、

共
済
事
故
以
外
に
よ
る
減
収
と
見
な

し
、
一
部
共
済
金
の
支
払
い
対
象
と
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

共
済
金
の
お
支
払
い

　
共
済
金
は
お
届
け
の
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

●
お
支
払
い
の
時
期
（
予
定
）

　
・
半
相
殺
方
式

　
　
　
令
和
８
年
12
月
下
旬
頃

　
・
全
相
殺
方
式

　
　
　
令
和
９
年
３
月
以
降

　
・
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
　
　
令
和
９
年
３
月
以
降

継続加入で
今後に備える

呉市豊町

大
だいどう

道 正
まさたか

孝さん（73）

　妻と二人、106㌃で温州ミカンやポンカンなどか
んきつを栽培しています。
　果樹共済に加入していましたが、ＮＯＳＡＩから
勧められ、病気やけがによる収入減少も補償される
収入保険に魅力を感じ、2020年に切り替えました。
　23年、夏の暑さによる干ばつと収穫直前に降っ
た雹

ひょう
による被害で大幅に減収しました。青色申告

の決算書を提出することでスムーズに保険金を受
け取り、経営を立て直すことができました。
　干害で木が弱り、病気やナガタマムシの食害で木
が枯れるなど心配は尽きません。引き続き加入して、
今後に備えたいと思います。

農作業中の熱中症を予防しましょう‼
　近年、農作業中の熱中症による死亡者は急増し、このうち約 85％が７～８月に発生しています。
　適切な対策を取って、熱中症を防ぎましょう。

　そのほか、日々の体調管理など熱中症に負けない体づくりをしておきましょう！

①暑さを避ける
高温時の作業は極力避
け、日陰や風通しのよい
場所で作業

②こまめな休憩と水分補給
喉の渇きを感じる前に、こま
めに水分・塩分を補給

③単独作業は避ける
複数名で作業を行う、
時間を決めて連絡を取
り合う

④熱中症対策アイテムの活用
帽子や吸湿速乾性の衣服の着
用、空調服や送風機の活用

農林水産省パンフレット「農作業中の熱中症を予防しましょう！」をもとに作成

予防の
ポイント

イノシシによる食害および踏み荒らし

書類をお届けした封筒

※別の封筒でお送りした
　場合もあります。　　

ご
加
入
中
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

　
次
の
場
合
は
、
必
ず
組
合
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
営
農
計
画
を
変
更
さ
れ
る
と
き

　
保
険
期
間
の
営
農
計
画
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
変
更
が

発
生
し
た
日
か
ら
１
カ
月
以
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
連
絡
い
た
だ
く
例

　
　
✓
栽
培
を
中
止

　
　
✓
作
付
面
積
の
変
更

　
　
✓
作
付
品
目
の
変
更

　
　
✓
野
菜
な
ど
の
作
付
回
数
を
変
更

②
農
産
物
に
被
害
が
発
生
し
た
と
き

　
農
産
物
の
販
売
収
入
が
減
少
す
る
被
害
が
発
生
し
た
と
き

に
は
、
被
害
が
確
認
で
き
る
期
間
内
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
気
象
災
害
で
被
害
が
大
き
い
場
合
は
、
被
害
状
況
の
写
真

を
撮
影
し
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
連
絡
い
た
だ
く
内
容

　
✓
被
害
が
発
生
し
た
農
産
物
の
種
類

　
✓
被
害
の
発
生
年
月
日

　
✓
被
害
の
詳
細
（
種
類
、
状
況
な
ど
）　

　
✓�

対
象
農
産
物
の
種
類
ご
と
の
被
害
後
に
見
込
ま
れ

る
農
業
収
入
金
額

　
✓
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
付
け
の
申
し
出
の
有
無

③
保
険
契
約
の
承
継
を
希
望
さ
れ
る
と
き

　
経
営
譲
渡
（
法
人
化
を
含
む
）
や
ご
加
入
者
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
は
、
保
険
契
約
の
承
継
の
手
続
き
の
た
め
申
し
出

を
お
願
い
し
ま
す
。（
承
継
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
保

険
契
約
の
失
効
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

④
過
去
の
青
色
申
告
決
算
書
を
変
更
し
た
と
き

　
申
告
内
容
に
つ
い
て
、
更
正
の
請
求
、
修
正
申
告
等
に
よ

り
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

営
農
計
画
の
変
更
や
被
害
発
生
の
通
知
が
遅
れ
た
場
合

免
責
と
な
り
、
保
険
金
等
の
お
支
払
い
が
減
額
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 
遵
守
い
た
だ
く
事
項

●
帳
簿
等
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す

　
農
作
物
の
販
売
に
関
す
る
帳
簿
書
類
を
備
え
付
け
、
取
引

を
記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
営
農
計
画
や
被
害
、
損
害
防
止

の
状
況
確
認
の
た
め
、
提
出
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

〇
作
成
い
た
だ
く
書
類

　
✓
農
作
業
日
誌

　
✓
事
業
消
費
帳
簿

　
✓
販
売
帳
簿
等
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事業のお知らせ

落
雷
に
備
え
て 

加
入
の
見
直
し
を

　
毎
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
落
雷

に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
多
い
の
が
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ
ン
、

電
話
機
な
ど
の
家
電
製
品
で
す
。

　
雷
鳴
が
聞
こ
え
た
ら
、
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
く
な
ど
の
対
策
を
取
り
、
被
害
を
最
小

限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　
住
宅
内
の
家
電
製
品
等
の
事
故
を
補
償

す
る
に
は
、
建
物
共
済
の
「
家
具
類
」
へ

の
ご
加
入
が
必
要
で
す
。「
家
具
類
」
の

み
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、「
建
物
」

と
併
せ
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
約
を
付
け
て 

安
心
の
補
償
に

　
安
心
し
て
加
入
い
た
だ
く
た
め
、
次
の

各
種
特
約
の
付
帯
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

●
よ
り
手
厚
い
補
償
を
受
け
た
い
方
に

 

臨
時
費
用
担
保
特
約

●
臨
時
費
用
共
済
金

　
共
済
金
の
お
支
払
い
時（
地
震
を
除
く
）

に
、
損
害
共
済
金
に
一
定
割
合
※
を
加
え

て
お
支
払
い
し
ま
す
。
1
事
故
1
棟
ご
と

に
２
５
０
万
円
が
限
度
に
な
り
ま
す
。

※�

一
定
割
合
は
、お
申
し
込
み
時
に
10
％
、

20
％
、
30
％
の
中
か
ら
選
択
い
た
だ
け

ま
す
。

●
死
亡
・
後
遺
障
害
費
用
共
済
金

　
火
災
な
ど
の
事
故
で
死
亡
ま
た
は
後
遺

障
害
に
な
っ
た
と
き
、
加
入
金
額
の
30
％

を
お
支
払
い
し
ま
す
。
１
事
故
１
名
ご
と

に
２
０
０
万
円
が
限
度
に
な
り
ま
す
。

 

小
損
害
実
損
て
ん
補
特
約 

　
ご
加
入
の
際
に
選
択
い
た
だ
い
た
30
万

円
ま
た
は
50
万
円
ま
で
の
損
害
に
つ
い

て
、
実
損
害
額
を
お
支
払
い
し
ま
す
。
掛

金
の
負
担
や
修
繕
の
際
の
自
己
負
担
を

で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
い
場
合
に
お

す
す
め
で
す
。

　
建
物
ご
と
に
共
済
金
額
が
１
０
０
０
万

円
以
上
ご
加
入
の
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
継
続
手
続
き
忘
れ
を
防
ぎ
た
い
方
に

 

自
動
継
続
特
約

　
一
度
、
加
入
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
く

と
、
変
更
等
の
お
申
し
出
が
な
い
限
り
、

同
内
容
で
の
補
償
を
継
続
し
ま
す
。
お
申

し
込
み
い
た
だ
け
る
期
間
は
、
３
年
か
ら

最
長
10
年
間
で
す
。
共
済
掛
金
は
毎
年
お

支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
継
続
加
入
の
お
手
続
き
忘
れ
に
よ
り
、

補
償
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
リ
ス
ク
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
増
改
築
等
、
当
面

の
間
、
建
物
や
家
具
類
等
に
変
更
を
加
え

る
予
定
が
な
い
場
合
に
お
す
す
め
で
す
。

事
故
連
絡
は
速
や
か
に

　
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に
最
寄

り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
事
故

の
連
絡
が
発
生
後
11
日
を
過
ぎ
る
と
、
損

害
の
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
連
絡

前
に
修
理
し
て
し
ま
う
と
、
補
償
の
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

休
日
に
事
故
が
発
生
し
た
と
き
の
連
絡

先
は
、
農
機
具
共
済
証
券
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

草
刈
り
作
業
は
安
全
に

　
雑
草
の
管
理
で
刈
払
機
を
使
用
す
る
機

会
が
増
え
る
季
節
で
す
。
作
業
を
す
る
と

き
は
、
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
体
を

し
っ
か
り
保
護
し
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く

確
認
し
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

台
風
の
被
害
に
備
え
て 

園
芸
施
設
共
済
に 

加
入
し
ま
し
ょ
う

　
毎
年
、
全
国
各
地
で
台
風
に
よ
る
記
録

的
な
大
雨
や
暴
風
に
よ
り
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
突
発
的
に
発
生
す
る
災
害
に
備
え
て
、

園
芸
施
設
共
済
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

　

次
の
場
合
は
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

１
．
被
害
を
受
け
た
と
き

　
被
害
状
況
の
確
認
に
伺
い
ま
す
。

２
．
加
入
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き

●
被
覆
期
間
の
変
更

●
被
覆
材
の
張
り
替
え
な
ど

※�

被
害
に
遭
わ
れ
た
と
き
に
、
加
入
内
容

と
実
状
が
異
な
る
場
合
は
、
共
済
金
を

お
支
払
い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

画
像
に
よ
る
牛
の 

死
亡
事
故
確
認
に
つ
い
て

　
牛
の
死
亡
時
に
組
合
が
行
う
損
害
認
定

に
つ
い
て
、
現
地
確
認
に
加
え
て
画
像
に

よ
る
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

死
亡
家
畜
お
よ
び
耳
標
の
画
像
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
撮
影
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
に
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
こ
と
で
、
事
故

の
報
告
が
で
き
ま
す
。

　
画
像
に
よ
る
確
認
に
は
、
撮
影
年
月
日

デ
ー
タ
の
付
加
が
必
要
で
す
。

※�

画
像
送
信
後
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
確
認

完
了
の
連
絡
が
あ
る
ま
で
は
、
死
亡
家

畜
の
搬
送
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
次
の
場
合
は
、
画
像
に
よ
る
確
認
は
で

き
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
が
現
地
確

認
を
行
い
ま
す
。

　
耳
標
が
付
い
て
い
な
い
牛
の
確
認
に
つ

い
て
等
、詳
し
く
は
、最
寄
り
の
支
所
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
畜
共
済
疾
病
予
防
事
業 

実
施
に
つ
い
て

　
家
畜
共
済
疾
病
予
防
事
業
と
し
て
、飼

養
環
境
の
改
善
を
目
的
に
、害
虫
で
あ
る

ハ
エ
を
駆
除
す
る
た
め
の
ハ
エ
取
り
用
粘

着
シ
ー
ト（
５
枚
／
袋
）を
配
布
し
ま
す
。

　
牛
を
対
象
と
し
て
、死
亡
廃
用
共
済（
事

故
除
外
区
分
イ
を
除
く
）
ま
た
は
疾
病
傷

害
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
廃
用
事
故

・�

母
牛
の
死
亡
・
廃
用
に
伴
う
胎
児
の 

死
亡
事
故

・�

死
亡
牛
が
適
正
に
判
別
で
き
な
い
不

鮮
明
な
画
像

・�

組
合
が
特
に
現
地
確
認
が
必
要
と
認

め
た
と
き

❶�被災した家電製品を電気店で確認
してもらい、落雷による損害の場
合は最寄りの支所等へ連絡する。

▼
❷�ＮＯＳＡＩから「共済金請求書」と
「損害証明書」を受け取り、「損害証
明書」は電気店に記入を依頼する。

▼
❸�記入済みの「共済金請求書」と「損

害証明書」をＮＯＳＡＩへ提出する。

落雷事故による共済金請求の流れ

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
共
済
掛

金
等
の
集
金
業
務
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
掛
金
の
納
入
忘
れ
に
よ
る
保
険

切
れ
の
防
止
や
、
防
犯
・
安
全
の
確

保
、
納
入
手
続
き
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
、
最
寄
り
の
支
所
等
で
口

座
振
替
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

掛
金
の
納
入
は

口
座
振
替
で

加入頭数 配布数
（袋）

400頭以上 ５

200頭～400頭未満 ４

100頭～200頭未満 ３

  50頭～100頭未満 ２

    1頭～  50頭未満 １

配布基準

ＪＰ12345

67890

すね当て

安全靴

ヘルメット

イヤーマフ
保護手袋

保護メガネ
またはフェイス
シールド

農
研
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
農
作
業
安
全
情
報
セ
ン
タ
ー
」
内

「
農
作
業
安
全
ポ
イ
ン
ト 

刈
払
機
」
の
情
報
を
も
と
に
作
成

草刈り作業時の適切な服装

必要な補償を選択して
『無駄なく』加入できます

共済金の支払対象となる損害額の基準額を、「1万円特約」、「3
万円（もしくは共済価額の5％）」、「10万円」、「20万円」、「50万
円」、「100万円」から棟ごとに選択

温湿度調整施設、換
気施設、照明施設、
養液栽培施設等

ハウス内で栽培する
野菜・花きなどの農
作物

共済価額（減価償却後
の施設等の評価額）の
最大10割を補償

倒壊した施設の解
体や廃材の撤去処
分に要する費用

小さな被害を補償範囲
から外すことにより、
掛金を大幅に割引

復旧するための人
件費や材料費など
に係る経費

小損害不てん補の額を大き
くするほど、掛金は安くなり
ます。

小損害不てん補特約

選択する補償の範囲

必 須 契 約

農家ごとの選択

附帯施設

ハウス本体 ＋ 被覆材特定園芸施設

撤去費用特約 付保割合追加特約

施設内農作物 復旧費用特約 小損害不てん補特約

棟ごとの選択

「1万円特約」を選択する
と、1万円を超える損害か
ら対象になります。

ポイント1 ポイント2
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公益社団法人広島県栄養士会

栄養士　飯田 博子 先生

今回の食材

チンゲンサイ

チンゲンサイ

　チンゲンサイはハクサイの仲間で、中
国原産の代表的な中国野菜の一つです。
日本に入ってきたのは1970年代と歴史
は浅いですが、今ではミニサイズも都市
近郊で栽培され、よく使われる身近な中
国野菜です。
　株の上半分がきれいな緑色、下の茎
部分は薄緑色で厚みがあるのが特徴で、
シャキシャキとした食感や甘みを楽しめ
ます。
　葉先がピンと張り、茎が短くふっくら
したものを選び、乾燥や高温を避けて早
めに食べ切りましょう。

チンゲンサイの肉みそかけ
材  料（２人分） 作り方� 調理時間 30分

チンゲンサイ���� ２株
にんにく����� １かけ
サラダ油���  大さじ1/2
塩���������  少々
酒�������  大さじ１

（肉みそ）
サラダ油����  小さじ１
豚ミンチ�����  100ｇ
おろししょうが���� 少々
白ねぎ（粗みじん）�� 1/3本
みそ�����  大さじ1/2
オイスターソース�大さじ１
砂糖�����  大さじ1/2

山
やま　もと

元 大
だい

介
すけ

さん（33）

❶ チンゲンサイを根元から５cmく
らいのところで切り、株と葉に分
ける。株は縦８等分に切り、葉はざ
く切りにする。にんにくは薄切り
にする。

❷ フライパンにAを入れ火にかける。
香りがしてきたらチンゲンサイの
根元を加え炒め、葉も加え軽く炒
める。酒を回しかけ蓋

ふた

をして２分
程度蒸らし、皿に盛り付ける。

❸ フライパンを軽くふき取り、サラ
ダ油小さじ１をひき、Bを加え豚ミ
ンチをほぐしながらよく炒める。

❹ Cを加えさらに炒め、チンゲンサ
イにかける。

　きれいな色で料理を彩るチンゲンサイ
は、ビタミン類やミネラルを多く含む緑
黄色野菜です。特にβ-カロテン、ビタミ
ンＣが豊富で、カルシウムも多く含んで
います。
　味に癖がなくアクがないので、下茹

ゆ
で

せずに炒め物やスープに利用できます。

●チンゲンサイは、フライパンで塩炒めすることで甘みが引き出
されます。また、株の部分を縦切りにすることで、水分が抜けに
くくシャキシャキとした食感を楽しめ、芯も一緒に食べられます。

●肉みそは冷凍できます。まとめて作って、蒸し野菜などにかけ
て活用しましょう。

安芸高田市
山元農園

　
広
島
市
か
ら
安
芸
高
田
市
八
千
代
町

に
通
い
、チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
を
ハ
ウ
ス
７
棟

25
㌃
で
一
年
を
通
し
て
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　
先
輩
方
か
ら
栽
培
技
術
や
水・肥
料
の

管
理
に
つ
い
て
教
わ
り
、日
々
失
敗
を
重

ね
な
が
ら
、大
き
く
立
派
な
チ
ン
ゲ
ン
サ

イ
を
生
産
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
は
調
味
料
や
う
ま
み

を
十
分
に
吸
っ
て
く
れ
る
た
め
、和
洋
中

ど
の
料
理
と
も
よ
く
合
い
ま
す
。
食
感

を
楽
し
み
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に

使
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

A

B

C

世羅町

三次市　
三
次
市
甲
奴
町
の
小お

野の

原は
ら

壱い
っ

成せ
い

さ
ん（
30
）は
、
ハ
ウ
ス
13
棟
32
㌃

で
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
栽
培
。
同
町
の
生
産
部
会
に
所
属
し
て
、「
広

島
や
ま
な
み
ほ
う
れ
ん
草
」と
し
て
年
間
22
㌧
を
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
「
失
敗
も
成
功
も
、
自
分
の
や
っ
た
こ
と
が
す
べ
て
結
果
に
な
る

と
こ
ろ
が
面
白
さ
で
や
り
が
い
。
農
業
は
天
職
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
今
の
農
業
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
大
規
模
法
人
が
大
量
に
出

荷
す
る
か
、
農
家
が
集
ま
っ
て
数
を
集
め
て
出
荷
す
る
か
の
ど
ち
ら

か
」
と
考
え
、
部
会
の
メ
ン
バ
ー
と
連
携
し
て
出
荷
を
し
ま
す
。

　
虫
害
の
発
生
に
よ
り
、
２
０
２
４
年
の
秋
ご
ろ
に
県
内
の
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
の
出
荷
量
が
減
少
。

市
場
で
は
、
不
足
分
を
他
県

か
ら
受
け
入
れ
て
補
っ
た
と

い
い
ま
す
。
「
県
内
の
出
荷

量
が
回
復
し
て
も
、
他
県
産

と
の
競
合
で
単
価
が
下
が
っ

た
。
今
後
そ
う
な
ら
な
い
た

め
に
、
生
産
基
盤
を
作
り
、

市
場
に
安
定
し
て
供
給
し
た

い
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
毎
日
忙
し
い
け
れ
ど
、

や
り
た
い
こ
と
、
楽
し
い
と

思
え
る
仕
事
が
で
き
る
の
は

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
」
と
笑

顔
を
見
せ
ま
す
。

　
「
広
島
県
を
も
う
一
度
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ

の
産
地
に
し
た
い
」と
話
す
の
は
、世
羅

町
の
中な

か

尾お

友と
も

人ひ
と

さ
ん（
30
）。

　
「
Ｎネ

イ

チ

ャ

ー

フ

ァ

ー

ム

ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
ハ
レ
の
高

原
」
と
名
付
け
た
農
園
で
、
ミ
ン
ト
の
在

来
種
「
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ
」
の
栽
培
に
取

り
組
み
、
茶
な
ど
の
加
工
・
販
売
を
し

て
い
ま
す
。

　
学
生
時
代
に
ハ
ー
ブ
に
興
味
を
持
っ
た

中
尾
さ
ん
。
明
治
時
代
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
て
、
県
内
で
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ
の
栽
培

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

産
地
の
復
活
と
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ
の
普
及
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
同
町
内
の
農
場
で
４
年
間
有
機
農
業
を

学
ん
だ
後
、
２
０
２
２
年
に
独
立
。
60
㌃

の
圃
場
で
、
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ
を
メ
イ
ン
に

20
種
類
の
ハ
ー
ブ
の
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。

　
農
薬
や
化
学
肥
料
の
使
用
を
抑
え
て
栽

培
し
、
「
環
境
に
負
荷
を
か
け
ず
、
ハ
ー

ブ
本
来
の
香
り
を
引
き
出
す
こ
と
」
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

　
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ
の
在
来
品
種
「
ア
カ
マ

ル
」
の
み
を
使
用
し
た
「
ニ
ホ
ン
ハ
ッ
カ

茶
」
や
、
他
の
ハ
ー
ブ
を
ブ
レ
ン
ド
し
た

数
種
類
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
製
造
。
ネ
ッ

ト
や
町
内
の
道
の
駅
で
販
売
す
る
ほ
か
、

月
に
数
回
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
イ
ベ
ン
ト

や
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
し
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
栽
培
方
法
を
確
立
し
て
、
栽

培
面
積
を
増
や
し
た
い
」
と
目
標
を
話
し

て
い
ま
す
。

「１㌶くらいまで面積を拡大したい」と中尾さん

ニホンハッカ茶

ニ
ホ
ン
ハッ
カ　

産
地
復
活
へ

農
業
は
天
職

安
定
し
た
出
荷
目
指
す

「グループを大きくしたいという部会長の話に引かれて、
ホウレンソウ栽培を決めました」と小野原さん
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三次市

尾道市

森
もり　た

田 健
けん　じ

二さん（76）

篠
しの　だ

田 千
ち　あき

明さん（34）

　共済委員を務めて25年になります。
　米作りに加え、地域での水路の維持管理や雑
草対策など忙しい毎日ですが、集落の皆さんと
話をする時間が何よりの楽しみです。
　最近の不安定な天候は、農業に思わぬ災害を
もたらします。私自身、収入保険に助けられた
経験があり、もしもの時に備える大切さを多く
の人に知ってもらいたいと思っています。

　兵庫県から移住して、看護師として働きなが
ら、自然栽培の農園「P

ピ ッ チ フ ォ ー ク

ITCHFORK F
フ ァ ー ム ズ

ARMS」の
お手伝いをしています。
　農薬や化学肥料を使わずに栽培された新鮮
な野菜やかんきつのおいしさに、日々感動して
います。
　このおいしさを、都市部などもっとたくさん
の人に知ってもらえたらうれしいです。

NOSAI 広島へのお問い合わせ・ご連絡先
●本　所 082-262-4711 〒732-0052

広島市東区光町1-2-23

●北広島支所 0826-72-3107 〒731-1531
山県郡北広島町春木462-1

広島市安佐北区、安芸高田市、安芸太田町、
北広島町

⃝廿日市出張所 0829-32-5121 〒738-0015
廿日市市本町10-14

広島市（安佐北区を除く）、大竹市、廿日市市、
府中町、海田町、熊野町、坂町

●東広島支所 082-434-4337 〒739-2106
東広島市高屋町稲木283-1

呉市（音戸町・倉橋町を除く）、竹原市、三原市、
東広島市、大崎上島町

⃝江田島連絡所 0823-45-2019 〒737-2301
江田島市能美町中町3368-24 呉市音戸町・倉橋町、江田島市

●福山支所 084-970-1620 〒720-1143
福山市駅家町大字下山守546-10 尾道市、福山市、神石高原町

⃝府中出張所 0847-44-9577 〒729-3421
府中市上下町深江687-3 府中市、世羅町

●三次支所 0824-66-3111 〒729-6201
三次市和知町360-5 三次市、庄原市

農政や農業保険、営農技術や資材に関する話題のほ
か、中国５県をはじめ全国各地の農家の皆さんの取
り組みなど、幅広く、役立つ情報をお届けしています。

● 毎週水曜日発行　● 年間購読料 5,520円

お申し込みは、最寄りの支所等へ

※共済委員さん、損害評価員さんなどには
　購読料の一部助成があります。

２カ月無料の試し読みも受付中！読んで
みませんか？

しました！リニューアル
広報紙を

どうぞよろしく
お願いします

　今号から、広報紙のデザイン
を一新しました。
　これまで親しんでいただいた
コーナーはそのままに、より魅
力的な紙面で、さまざまな情報
をお届けしてまいります。


